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碧南の図書館友の会編集

碧南市鶴見町１－７０－１

電話 0566(41)0894
№１３９ ２０２２年５月

編集責任者 小島 逸男

令和４年度総会３年ぶりに開催

４月２７日（水）午前１０時より碧南市民図書館本館会議室
において碧南の図書館友の会の総会が開かれました。
来賓に生涯学習課課長鈴木善三様、本館館長大橋幹弘様南部

分館館長関由香様、中部分館館長長谷川有里様、本館副館長友
の会担当長田和子様をお迎えしました。
平成３０年度、令和元年度会長を勤められた碧南の万葉集を

読む会の世話人広田吉一様の「開会のことば」で、３年ぶりの
総会が旧役員新役員新世話人来賓
合わせて２０名の出席で総会が始
まりました。
令和２年度、３年度と会長を勤

められた杉浦卓郎さんの挨拶はコ
ロナ禍での友の会活動の中で、友の会創立３０周年記念誌「友
の会３０年の歩み」の編集発行、令和３年１１月にシアターサ
ウスで「第２７回音楽と朗読の夕べ」２月には絵本８７冊の寄
贈を行った報告をいただきました。

令和３年度の事業報告会計決算報告が承認され、前副会長の
小島逸男さんが令和４年度新会長に就任され新役員の紹介の後、
令和４年度事業計画案会計予算案の賛同、新世話人の皆さんの紹
介、来賓の皆さんからはそれぞれご挨拶をいただき休憩をはさん
で、第１回世話人会を行いました。
新会長の挨拶では SDGs というキーワードを使って友の会活動

の説明をしていただきました。

碧南の図書館友の会会報
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碧南の図書館友の会第１５代会長に任命されて

小島逸男
この度、碧南図書館友の会総会で第１５代会長に任命されました。

会員の皆様には、コロナの影響で不規則になった友の会の諸行事などに、
ご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。又、この２年間３０周年
記念誌の発行や各種の事業を、非常に難しい状況の中で対応された、前
会長に感謝の意を表します。
コロナによる影響は、この先も簡単に元に戻ることは無く、今までとは違った形を模索せ

ざるを得ないと思います。友の会や関連サークルも参加メンバーの高齢化や巣ごもり化によ
り、大きな影響をうけています。最近よく使われている SDGｓ（継続可能な事業）というこ
とが、現実的なテーマとなってきています。参加するメンバーが、活動するために無理をし
ないことと、お互いに図書館という結びつきの中で仲良く協力して、まさに『友の会』とし
ていけることが大切なことだと思っています。
私は、高浜市在住で定年まで、自動車部品会社に勤務していました。在職中は５－１０年

で工場を転勤して環境が変わり、海外勤務ではインド駐在６年を経験してきました。知り合
いのいないところでは、相手の文化や関心事を理解しようとすることで理解されて、人の輪
を作ることが大切であり。私自身が元気に活動して行くことに大変効果のあることを、実感
してきました。
図書館友の会の活動も、皆様との意思疎通、ご協力により『友の会』として活動できるよ

うにしていきたいと思っています。
令和４年度 碧南の図書館友の会 事業計画

日付 内容 備考

４月２７日（水） 令和４年度碧南の図書館友

の会総会

５月１４日１５日 友の会会員募集及び記念

誌販売窓口受付（本館）

１０月中旬 視察見学会

１１月５日（土） 第２７回音楽と朗読のつどい 芸文ホール

令和５年２月４日（土）～５日（日） リサイクル本バザー

 世話人会・・・・・原則、毎月 第４水曜日

 航海日誌の発行・・・・５回（臨時号を含む）

 図書館行事への参加協力
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生涯学習課課長あいさつ

生涯学習課長 鈴木善三

令和４年４月１日より市民図書館の所管であります生涯学習課長に着任
いたしました鈴木善三です。よろしくお願いします。
碧南の図書館友の会の皆様におかれましては、「みんなの図書館づく

り」を目的とし、「音楽と朗読の夕べ」を始めとした各種事業、加入団体
の活動、寄贈など市民図書館へ多大なるご尽力をいただいており、深く感謝申し上げる次第
です。
碧南市の図書館サービス計画では、「そこへ行くのが楽しくなるような図書館をめざして

…」を基本理念としております。さらに基本方針として、「豊かな情報源としての図書館」、
「誰もが利用しやすい図書館」、「地域の歴史や文化・産業を育み、次世代へとつなぐ図書
館」、「市民とともに進化する図書館」を設定し、その実践に努めております。
本計画に基づき、今後、ひとりでも多くの市民の方が楽しく、本に親しんでいただけるよ

うな図書館を目指しますので、ご指導、ご協力をお願いします。
最後に、これから碧南の図書館友の会がますますご発展するとともに、皆様のご健康を祈

念いたします。

図書館館長あいさつ
碧南市民図書館本館館長 大橋幹久

令和４年４月１日より、市民図書館長としてみなさまのお世話になるこ
とになりました大橋幹広と申します。どうぞよろしくお願いいたします。
「そこへ行くのが楽しくなるような図書館をめざして…」平成５年に図

書館は開館しました。当時、３年目の職員であった私は新図書館で仕事が
できるため、とても感激したことを今でも覚えています。そんな思い出の図書館に今回戻っ
てくることになりました。また、友の会の行事にも何回か参加したこともあり、楽しい思い
出となっています。
現在、新型コロナ感染はやや落ち着きをみせていますが、まだまだ予断を許さない状況に

あります。図書館ではカウンターのビニールカーテン設置や、座席の間引きなど継続して行
ってまいりますが、図書館行事については、感染対策を行いながら、少しずつ以前の形に戻
していく予定でいます。
友の会のみなさんの活動についても、しばらくは感染対策を行った上での活動をお願いし

ていくことになりますので、皆さまのご理解、ご協力をお願いいたします。
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会費： 一人年額５００円（令和５年３月３１日まで）

運営： 会で選出された世話人が相談して運営します。

入会されますと

 会報「航海日誌」（年５回発行、臨時号を含む）をお届けします。

 秋に行われる視察見学会への参加資格が得られます。（昼食費自己負担）

 リサイクル本バザーの購入券（１００円）を差し上げます。

お申込みお問い合わせ

碧南市民図書館本館 電話０５６６－４１－０８９４

申込用紙は図書館本館カウンターにもありますので、おたずねください。

航海日誌１３８号で紹介された、音声訳ボランティアグループひびきが、ハザード
マップの録音図書について、中日新聞社碧南支社・福沢和義氏の取材を受けました。

今年は新人ボランティアの加入もあったということで、ひびきのますますのご活躍
を期待します。

へきにゃごちゃんが
碧南市図書館公式Twitter でつぶやいてくれました。

令和４年３月１８日（金）中日新聞西三河版朝刊


